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在 日 2 年 目に して ､ 菅原克己 の 詩に遭遇 ｡ ｢朝 の テ
ー

ブ ル の 上

に/ 木 の葉 の 影が散らば っ て い る｡ / ぼく の 方はすで にすん で

る の に/ かみ さん はまだパ ン を千切 っ て い る｡ / 彼女 の興味は ､

い まや / ジ ャ ム壷に残 っ た毒ジャ ム である｡ / 彼女は丹念に/

指先で パ ン切れ を操作する｡ / そ の たびに 茶色 い ジャ ム 壷が/

横にな っ たり ､ 逆さにな っ たり して / 僕 の 目の 前をうろ つ く ｡ ｣

- 外連味の な い 日常を実況中継するか の ように詠み ､
で もそ の

奥で息づく森羅万象にまで読者を グッ と ､ 優 しく引き込む ｡

惜 し気もなく ､
詩 の 神髄を差 し出 して くれる菅原克己 に ､

ぼ

く は書き手と して 目標 を見 つ けた
｡
そ して彼 の 作品 を ､

何とか

自分 の も の に したくて ､ 贋訳 し始めた. そ の 作業を通 じて 分か

っ た の は
､ 菅原 さん の 詩は ､ 言葉で書かれ て い るの と同時に ､

事物 の そうで も丹念 に作られて ある｡
一

見は頼りな い 単語に見

えて も ､ 掘り下げて い けばそ の 根は岩盤に達 して い る ｡ ぼくは

そ こ を礎に して ､ 英語 バ ー ジ ョ ン を組み 立て て い ける の だ｡

( 菅原克己全詩集 . 莱 / ア ー

サ
ー

ゼ ナ
-

ド

｢ エリオットと菅原とビュ ビ ュ ･ ト モ ンパ ルナス｣ より)

【ア ー

サ
ー
暮 ビナ

ー

ド 紹介】

1 9 6 7 年 ､ 米国ミシガン州生まれ ｡ コ ル ゲ
ー ト大学英米文学部卒o

9 0 年に 来 日 ､
日 本語で の 詩作を始め

る ｡ 詩集『釣り上 げて は』( 思潮社) で 中

原 中也賞受賞｡ 現在は ､
エ ッセイをはじ

め絵本の 創作 . 番羽訳など多岐に わたり

活躍 ｡

今年1 月 ､ 当研究センタ ー

の 講演会で

日本語に つい て の講演が大 好評｡ ぜひ

第2 弾をとの 多くの参加者からの要望も

あり､ 今回あらためて登場いただく｡

菅原克己 ･ 画 『菅原克己全詩集』 より
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菅原克己と妻ミ ツ さん

菅原克己(19 1 1 - 1 98 8)

宮城県亘 理 郡 に生 まれ る｡ 妹ま さは ､
遠 田郡涌谷 町生 ま れ ｡

少年時代を仙台で す ご し､ 宮城県立 師範学校附属小 学校 ､ 宮城

県立第 一 中学校 に通う｡ 県立角 田高等女学校校長 を して い た父

親が 1 9 2 3 年に急死 o 母親の 実家を頼 り栗原郡
一

迫に転居 ､ 間も

なく大震災後の 東京に移 る｡ 豊島師範学校 で 学ぶ が ､
学生運動

に加 わ っ て 退学処分とを
′
るo 日本美術学校に 入 り ､

の ちに銀座

の 伊東屋宣伝部 で働く｡ 言論弾圧 に抗 して 転向せず､
3 4 年には

｢ 赤旗｣ の謄写版印刷を
一

手 に引き受けるo 戦後は ｢ コ ス モ ス｣

や ｢列 島｣ などの 詩誌 に参加 ｡ 戦前 ､ 戦中､ 戦後の 詩作 品を 5 1

年に第 一 詩集 『手』 と して 出版 ｡ 5 5 年か ら 日本文学学校 の講師

をつ とめ ､ 中野重治や長谷川 四郎 ､ 佐 多稲子 らととも に活動す

る ｡ 『菅原克己全詩集』( 西 田書店) が ある｡




